
徹

選

擇

集

に

就

て

石

橋

誡

道

、
徹

選

擇

撰

述

の
動

機

二
組
上
人
が

『
徹
選
擇
』
を
選
述
さ
れ
た
動
機
は
、
法
然
上
人
の
滅
後

『
大
論
』
を
研
究
中
、
左
の
文
を
見
て
、
選
擇
の
翼
意
に
徹
底
さ

れ
た

こ
・こ
に
起
因
す
る
や
う
で
あ
る
。
即
ち

『
大
論
三
十
八
卷
』
に
、
「
阿
彌
陀
佛
前
世
の
時
、
法
藏
比
丘
、こ
な
る
。
佛
將
導
し
て
遍
く
十

方
に
至
り
、
清
淨
の
國
を
示
し
、
淨
妙
の
國
を
選
擇
し
て
、
以
て
自

ら
其
國
を
莊
嚴
せ
し
む
る
が
如
し
」

ミ
い
ふ
文
が
あ
る
Q
二
組
は
こ
の

文
を
讀
ん
で
、
谿
然
、こ
し
て
選
擇
の
眞
の
意
義
、
即
ち
別
の
選
擇
念
佛
が
、
邇
の
念
佛
に
逋
徹
す
る
深
義
を
證
得
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
即

ち
二
租
は
下
の
如
く
に
識
得
さ
れ
た
。

選
擇
本
願
念
佛
の
義
は
、
法
然
上
人
の
義
で
は
な

い
、
こ
れ
龍
樹
菩
薩
の
義
で
あ
る
。
叉
龍
樹
菩
薩
の
義
で
は
な

い
、
法
藏
菩
薩
の
義
で

あ
る
。
又
法
藏
菩
薩
の
義
で
は
な
い
、
即
ち
先
佛
の
義
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
叉
先
佛
の
義
で
あ
る
か
ら
即
ち
法
藏
菩
薩
の
義
で
あ
る
。
法

藏
菩

薩
の
義
で
あ
る
か
ら
龍
樹
菩
薩
の
義
で
あ
る
。
龍
樹
菩
薩
の
義
で
あ
る
か
ら
即
ち
法
然
上
入
の
義

で
あ
る
ーこ
悟

ら
れ
た
。
即
ち
選
擇
本

願
念
佛
の
義
は
法
然
上
人
か
ら
先
佛
ま
で
、叉
先
佛
か
ら
法
然
上
人
ま
で
逋
徹
し
た

一
義

で
あ
る
ε
證
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
『
徹
選
擇
』
ε

い
衾

の
起
つ
た
の
も
ま
芝

に
由
る
の
で
あ
る
。

(徹
選
擇

上
六
紙
)

而

し
て
別
の
念
佛

-こ
は

『
選
擇
集
』
に
明
さ
れ
て
あ
る
彌
陀
如
來
の
別
願
な
る
選
擇
本
願
の
念
佛
で
あ
る
。
逋
の
念
佛
噛こ
は

『
智
度
論
』

等
に

明
ざ
れ
て
あ
る
三
竊
六
度
等
の
諸
佛
共
逋

の
念
佛
で
あ
る
。

『選
擇
集
』
に
は
別
の
念
佛
の
み
を
明
し
て
、
逋

の
念
佛
は
明
さ
れ
て
は
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な

い
が
、
二
租
は
今
『
智
慶
論
』
の
文
に
依

つ
て
別
の
念
佛
が
逋
の
念
佛
に
邁
徹
す
る
義
を
證
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。即

ち
三
世
諸
佛
は
何
れ
の

佛
も

み
な
成
佛
國
土
成
就
衆
生
の
行
を
修
行
す
る
の
で
あ
る
が
、其
は
即
ち
三
幅
六
度
等
の
行
で
あ
る
。所
が
そ
の
成
佛
國
土
の
行
を
成
就
す

る
に
は
、
必
す
不
離
佛
、値
遏
佛
が
必
要
で
あ
る
。
即
ち
常
に
佛
に
遇
ひ
奉
り
、常
に
佛
を
離

れ
す
し
て
、
加
持
護
念
を
得
る
ーこ
い
ふ
事
が
最

も

肝
要

で
あ

る
。其
は
恰
も
嬰
兒
が
父
母
の
愛
護
に
依

つ
て
始
め
て
成
育
す
る
樣
な
も
の
で
あ
る
。換
言
す
れ
ば
念
佛
の
内
に
三
扁
六
度
諸
善
萬

行
を
修
業
す
る
の
で
あ
る
。然
れ
ば
三
幅
六
度
諸
善
萬
行
は
皆
念
佛
で
あ
り
往
生
淨
土
の
正
因
で
あ
る
。
故
に
『
觀
經
』
に
は
三
福
を
読
き
終

つ

て
、
此

三
種

の
業
は
、過
去
、未
來
、
現
在

三
世
諸
佛
の
淨
業
の
正
因
な
り
、こ
言
は
れ
て
あ
る
。
即
ち
念
佛
は
不
離
佛
値
遇
佛
で
あ
り
、
不
離
佛
値

邊
佛
の
成
就
し
た
の
は
念
佛
三
昧
で
あ
り
、念
佛
三
昧
に
依
て
種
々
の
煩
惱
並
に
先
世
の
罪
障
を
除
き
、
又
大
輻
大
利
盆
を
得
る
の
で
あ
る
。

所
が

阿
彌
陀
佛
は
念
佛

三
昧
に
依

つ
て
、
淨
佛
國
土
成
就
衆
生
の
行
を
成
就
し
、
極
樂
淨
土
を
建
立
し
、
稱
名
念
佛
を
以
て
往
生
の
本
願

S
し
給

ふ
た
の
で
あ
る
。
叉
先
佛
も
念
佛
三
昧
を
以
て
淨
佛
國
土
の
行
を
成
就
し
、
三
世
諸
佛
も
ま
た
其
の
逋
り
で
あ

つ
た
。
之
を
要
す
る

に
成
佛
國
土
成
就
衆
生
は
、
す
べ
て
の
菩
薩
の
進
み
行
く
べ
き
大
逍
で
あ
り
、
そ
の
大
道
を
進
み
行
く
に
は
、
他
力
本
願
の
念
佛
・こ
、
自
力

萬
行
の
念
佛
、こ
が
あ
る
が
、
い
つ
れ
も
皆
な
念
佛
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
味
に
於

て
別
の
念
佛
が
通
の
念
佛
に
徹
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
萬

行
は
み
な
念
佛
で
あ
り
、
念
佛
に
萬
行
が
悉
く
包
容
さ
る
」
の
で
あ
る
。

然
し
な
が
ら
其
中
で
も
別
の
念
佛
は
最
も
勝
れ
て
あ
る
,こ
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
善
導
の

『
御
疏
』
の
中
に
は
、
稱
名
念
佛
の
行
者
に

就
て
五
種
の
堆
上
縁
、
並
に
三
縁
等
の
義
の
あ

る
こ
ミ
が
明
さ
れ
て
あ
る
。
斯
様
に
念
佛

に
就
て
甚
深
の
義
の
あ
る
こ
ε
が

は
つ
き
り
ご
解

つ
薛

に
、
法
然
夫

の
廣
學
罐

の
蠶

か
、
愈
よ
明
了
に
な
る
の
で
あ

る
.三

詛
は
自
ら
考

へ
ら
れ
た
。

(徹
選
擇
下
初
紙

以
下

識
知
淨
土
論
三
紙
以
下
)

依

て
今
二
組
の
述
懐
の
文
を
左

に
抄
出
し
た
い
ε
思
ふ
。

抑
も
弟
子
某
甲
こ
の
徹
選
擇
集
を
造

つ
て
、
上
人

の
選
擇
集
に
添

る
意
は
、
深
く
以
て
其
の
選
擇
の
義
を
邇
し
徹

せ
ん
が
爲
な
り
。
之
に

依
て
彼
の
義
底
を
顯
さ
ん
が
爲
に
、今
こ
の
問
答
を
致

す
。
夫
れ
念
佛
往
生
を
知
ん
、こ
欲
せ
ば
、先
づ

一
切
菩
薩
の
淨
佛
國
土
成
就
衆
生
の
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義
を
知
る
べ
し
。
叉

一
切
菩
薩
の
本
願
を
習

ふ
可
し
。
予
昔
し
先
賢
高
才
の
人
に
値
ひ
奉

つ
て
之
を
習
ひ
之
を
傳

ふ
。然

る
に
菩
薩
の
位
に

二
あ
り
、
一
に
三
界
内
に
住
す
る
生
身
の
菩
薩
、
二
に
三
界
外
に
出
る
法
性
身
の
菩
薩
な
り
。
生
身
の
菩
薩
は
、
未
だ
成
彿
國
土
成
就
衆
生

の
行

に
た

へ
す
、
法
性
身
の
菩
薩
は
己
に
淨
佛
國
土
成
就
衆
生
の
行
に
た
ゆ
。
茲
に
因
て
龍
樹
天
親
同
く
こ
の
旨
を
宣
べ
、曇
鸞
天
台
並
に

こ
の
義
を
存
す
云
云
。
沙
門
某
甲
、昔
し
聖
范
門
を
學
せ
し
時
、
聊

か
彼
の
淨
佛
國
土
成
就
衆
生
の
義

を
習
ひ
傳

へ
、
今
淨
土
門

に
入
る
の

後
、
叉
こ
の
選
擇
本
願
念
佛
往
生
の
義
を
相
承
す
。
二
師
の
相
傳
を
以
て
聖
教
の
諸
文
を
見
る
に
、其
義
更
に
以
て
教

文
に
違
は
す
。
單
聖

道
門
の
人
、
單
淨
土
門

の
人
は
、
之
を
知

る
可
ら
す
。
聖
道
淨
土
兼
學
の
人
、之
を
知

る
可
し
。
此
意
を
得
て
よ
り
、

一
切
の
大
乘
經
を
披

き
、
一
切
の
大
乘
論
を
見
る
に
、隨
喜
の
涙
禁
し
難
し
。
こ
れ
則

ち
聖
教

の
源
底
な
り
。
法
門
の
奥
義
な
り
。
佛
菩
薩
の
祕
術
な
り
。
こ
の

書
の
上
に
籖

せ
盡
す
可
ら
す
、
委
-
は
・
傳
を
聞
-
可
し
。

(鑾

繦
)

二
、
徹

邏

擇

逋

作

目

的

稱
名
念
佛
往
生
の
事
は
、
既
に

『
選
擇
集
』
の
中
に
明
か
に
記
さ
れ
て
あ
る
の
に
、
何
故
に
叉
重
て
こ
の

『
徹
選
擇
』
を
作
ら
れ
た
か
ε

い
ふ
こ
・こ
に
就
て
は
二
の
理
由
の
あ
る
こ
蓬
が
明
さ
れ
て
あ
る
。

一
に
は
法
然
上
人

の
廣
學
博
覽
の
智
徳
を
顯
さ
ん
が

爲
で
あ
る
。
二
に
は

末
世
の
邪
義
を
却
け
、
迷
惑
の
人
を
救
ふ
爲
で
あ
る
。
其
中
ま
つ
第

一
に
法
然
上
人
は
出
家
已
後
四
十
三
歳

の
時
武
で

、
善
導
の

『
御
疏
』

『
往
生
要
集
』
等

に
就
て
は
、
深
く
之
を
研
究
し
.
な
ほ
其
上
に
諸
宗
の
碩
學
を
訪
問
し
て
、
疑

難
を
開

陳
し
、
教
義

を
討
究

し
、
御
年

四

十
三
歳

の
時
、
始
て
淨
土
宗
を
開
き
、
善
導
慧
心
等
の
先
徳
に
習
ひ
、
日
課
念
佛
六
萬
七
萬
遍
を
稱

へ
給
ふ
た
。
斯
る
智
徳
の
成
果
ε
し
て

著
は
さ
れ
た
も
の
が
、
即
ち
か
の

『
選
擇
集
』
で
あ
る
。
所
が
そ
の
後
二
租
は
法
然
上
人
か
ら
そ
の

『
選
擇
集
』
を
頂
戴
し
、
深
く
こ
の
書

を
研
究

し
、
ま
た

一
切
經
、
諸
師
の
論
釋
等
を
披
見
さ
れ
九
が
、
こ
の

『
選
擇
集
』
の
正
文
は
、
經
文
に
相
ひ
應
ひ
、
念
佛
の
妙
義
は
、
論

師
の
釋
義
、こ
少
し
も
違
は
な
い
所
か
ら
、
ま
こ
ε
に
法
然
上
人

の
博
覽
廣
學

の
智
徳

の
勝
れ
給

へ
る
こ
ーこ
が
彌
よ
明
か
"/)
な
り
、
愈
よ
顯
は
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れ
て
來
た
の
に
感
服
し
て
、
こ
の
書
を
作

つ
た
・こ
い
ふ
こ
ーこ
が

『
徹
選
擇
上
卷
』
に
記
さ
れ
て
あ
る
、

第
二
に
は
二
租
上
人

の
頃
は
、
法
然
上
人
の
門
弟
の
中
に
も
、

『
選
擇
集
』
を
用
ひ
な
い
で
、
自
分
の
新
案
を
主
張
し
て
、
念
佛
の
義
葱

曲
解
し
、
自
由
勝
手
の
解
釋
を
し
て
、
多
く
の
人
を
迷
は
し
た
者
が
多
か
つ
た
。
其
中
に
は
、
若
し
選
擇
集
の
義
を
解
し
な
い
で
、
唯
だ
念

佛
を
稱

へ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
牛
の
吼

へ
る
よ
う
な
も
の
だ
、
ま
た
犬
の
鳴
く
よ
う
な
も
の
だ
、
そ
れ
は
畜
生
の
念

佛
で
あ
る
。
だ

か
ら
學

文
し
て
義
を
解
す
る
の
が
大
切
で
あ
る
ぐ」
言
つ
た
も
の
さ

へ
あ
つ
た
。
そ
こ
で
二
祺
は
此
等
の
論
が
大
に
世
人
を
惑
亂
す
る
の
を
嘆
き
、
後

ホ

世
の
人

々
を
謬
ら
し
む
る
こ
ぐ」
を
恐

れ
て
、
こ
の

『
徹
選
擇
集
閣
を
作
り
、
法
然
上
人
の

『
選
擇
集
』

の
指
導
に
依

つ
て
、
大

に
口
稱

の
念

佛

を
勵

み
、
决
定
往
生
の
素
意
を
逹
せ
し
め
よ
う
ーこ
し
て
、
こ
の
集
を
作
つ
た
の
で
あ
る
ーこ
記
さ
れ
て
あ
る
。

思
ふ
に
二
祺
の
著
述
は

『
西
宗
要
』
を
除
く
の
外
殆
ん
さ
み
な
破
邪
顯
正
の
意
味
が
含
ま
れ
て
あ
る
。
即
ち

『
念

佛
名
義
集
』

『
念
佛
三

心
要
集
』
『
授
手
印
』
の
序
、
『
淨
土
宗
名
目
問
答
』
等
は
み
な
そ
れ
で
あ
る
。
蓋
し
頼
朝
が
幕
府
を
鎌
倉
に
開

い
て
武
家
政
治
を
布

い
て
か

ら
、
諸

種
の
制
度
の
改
革
,こ
共
に
、

一
般
の
思
想
も
餘
程
自
由
的
に
な
つ
た
に
違

い
な
い
。
從
つ
て
佛
教
に
於
て
も
昔
の
殼
を
打

ち
破
し
た

新
佛
教
が
勃
興
し
た
。
さ
れ
ば
同
じ
淨
土
教
の
中
で
も
、
自
由
の
解
釋
が
試
ら
れ
る
の
は
當
然
で
あ
る
。
だ
か
ら
宗

祺
の
門
下
に
於
て
も
種

々
の
解
釋
が
行
は
る

瓦
の
は
、
無
理
も
な
い
こ
ε
で
あ
る
が
、
宗
組
の
読
を
繼
承
し
て
、
さ
こ
ま
で
も
そ
の
通
り
の
教
義
を
維
持
せ
ん
ε
努

め
ら
れ
た
二
租
に
取
つ
て
は
、
そ
れ
は
甚
だ
大
役
で
あ

つ
た
。
即
ち
二
祺

の
立
瘍
ε
し
て
は
、
内
部
で
は
西
山
、幸
西
、
親
鸞
等
の
新
読
が
あ

り
、
外
部
で
は
南
部
、
北
嶺
、
明
惠
上
人
等
の
攻
撃
が
あ

つ
た
か
ら
、
内
憂
外
患
が

一
度
に
押
し
寄
せ
た
樣
な
形
で
あ

つ
た
。
然
る
に
二
祺
は

毅
然
-こ
し
て
動
か
す
逆
か
卷
く
怒
濤
の
中
に
立
つ
て
、
孤
り
宗
租
の
眞
正
の
義
を
發
揮
せ
ん
噛こ
勵
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
内
心
の
鬱
情
が

自
然
に
悲
憤
慷
慨
の
言
-こ
し
て
"
1
i組
�
著
述

に
顯
は
れ
た
の
は
當
然
で
あ
る
。
然
れ
ば
こ
の
書

の
述
作
も
ま
た
之

に
由
る
の
で
あ
る
。
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三
.
何
故
に
徹
選
擇
と
い
ふ
名
を
つ
け
ら
れ
た
か



二
組

上
人
が
こ
の
書

の
名
を
な
ぜ

『徹
選
擇
』
-こ
せ
ら
れ
た
か
ε
い
ふ
こ
ε
は
、
記
王
上
人
の

『
徹
選
擇
鈔
上
卷
』
に
略
ぽ
述
べ
ら
れ
て

あ
る
。
始
め
二
租
上
人
が

こ
の
書
を
造
ら
れ
た
時
に
、
そ
の
標
題
に
就

い
て
は
頗
る
迷

つ
て
ゐ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
そ
の
標
題
を

『
四

義
集
』

S
名
け
よ
う
か
、
若
く
は

『
徹
選
擇
』
-こ
つ
け
よ
う
か
ε
思
ひ
煩

つ
て
ゐ
ら
れ
た
が
、
然
し
余
は
法
然
上
人

の
逡
弟

で

『
選
擇
集
』

傳
授
の
身
で
あ
る
か
ら

『
徹
選
擇
』

さ
題
す
る
方
が
宜
し
か
ら
う
、
即
ち
か
の

『
選
擇
集
』
の
念
佛
の
義
を
述
べ
徹

す
る
意
味
で
あ
る
か
ら

・こ
仰
せ
ら
れ
た
。
所
が
其
書
に
は

(
此
は
徹
選
擇
の
下
卷
)
少
し
も

『
選
擇
集
』
の
意
が
述
べ
ら
れ
て
な
い
、
主
ε
し
て
四
義
が
明
さ
れ
て

あ
る
。
四
義
ε
は

一
切
衆
生
が
念
佛
し
て
往
生
す
る
に
は
種

々
の
理
由
が
あ
る
が
、
そ
の
中
圭
要
な
る
も
の
四
義
を
あ
げ
て
読
明
さ
れ
て
あ

る
。

一
に
は
菩
薩
の
別
願
で
あ
る
か
ら
だ

二
に
は
菩
薩
の
巧
方
便
で
あ
る
か
ら
だ
。
三
に
は
淨
佛
國
土
成
就
衆
生
の
故
で
あ
る
。
四
に
は
佛

智
不
思
議
の
力
に
依

る
の
で
あ
る
。
斯
樣
に
四
義
が
明
さ
れ
て
あ
る
か
ら
標
題
-こ
内
容
ε
が
違

つ
て
ゐ
る
譯
で
あ
る
。
こ
の
點
に
於
て
二
租

も
標
題

に
迷
は
れ
た
の
で
あ
つ
た
。

そ
こ
で
三
組
が
其
時
に
、
さ
れ
ば

『
選
擇
集
』
の
大
意
を
ば
更
ら
に
其
上
に
釋
し
添

へ
ら
れ
て
は
さ
う
で
す
か
、
そ
れ
な
ら
ば
標
題
ε
内

容
・こ
が
背
か
な
い
で
い
玉
で
せ
う
ε
申

さ
れ
た
。
こ
れ
に
依

つ
て
二
祗
も
そ
の
逋
り
に
更
に
上
卷
を
作

つ
て

『
選
擇
集

十
六
章
』

の
要
領
を

述
べ
て
、
下
卷
に
添

へ
て

『
徹
逡
擇
』
ε
い
ふ
標
題
を
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。

己
上
は
三
祀
の

『
徹
逡
擇
』
鈔
の
諡
で
あ
る
が
、
こ
の
諸
に
就
て
や

」
不
審
に
思

ふ
の
は
、
こ
の
読
に
依
れ
ば
初
に
下
卷
が
出
來
ゐ
て
、
上

卷
は
後

に
添

へ
た
事
に
な
つ
て
ゐ
る
。
所
が
こ
の
集
の
上
卷
の
奥
書
に
は
、
「
時
に
嘉
頑
三
年
歳
弐
丁
酉
六
月
十
九
日
、
安
居
念
佛
中
先
師
報

恩
の
爲
め
、
末
法
衰
愍
の
爲
に
之
を
記
す
」
・こ
書
か
れ
て
あ
り
。
そ
の
下
卷
の
奥
書
に
は
、「
時
に
嘉
頑
三
年
歳
次
丁
酉
六
月
二
十
五
日
、
安
居

念
佛
中
八
旬
の
窮
老
謹
ん
で
之
を
記
し
畢
ん
ぬ
」
ε
述
べ
ら
れ
て
あ
る
。
こ
の
記

し
依
れ
ば
上
卷
が
先
に
書
か
れ
た
こ
ε
に
な
つ
て
ゐ
る
。
勿

論

『
徹

選
擇
鈔
』
の
読
は
そ
れ
を
前
に
草
稿

を
害
か
る

瓦
時
の
話
か
も
知
れ
な
い
か
ら
奥
書

の
日
附
は
あ
て
に
な
ら
な

い
か
も
知
れ
ぬ
が
兎

も
角
之

れ
が
不
審
の
第

一
で
あ
る
。
次
に
今

一
つ
の
不
審
は
、
二
.祀
か
こ
の
書
を
作
ら
れ
た
動
機

、こ
も
考

へ
ら
る
瓦

『
智
度
論
三
十
八
』
の

文

が
上
卷

に
引
か
れ
て
あ
り
、
『
徹
選
擇
』
を
作
る
理
由
か
み
な
上
卷
に
記
さ
れ
て
あ
る
こ
・こ
で
あ
る
。
若
し
下
卷
が
先
き

に
出
來
た
ざ
す
れ
ば
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證
書

の
理
由
が

下
卷
に
何
、こ
か
書
か
る
べ
き
が
當
然
だ
。
然
し
こ
れ
も
叉
3
の
よ
う
に
も
解
釋
は
出
來
る
が
兎
も
角
不
審
の
第
二
で
あ
る
。

さ
り

な
が
ら
三
祗
記
主
禪
師
の
傳
を
見
る
に
三
租
は
嘉
頑

二
年
の
九
月
、
鎭
西
に
至

つ
て
二
祺
上
人
に
逢
ひ
、
同
三
年
七
月
六
日
、
持
に

善
導
寺

の
塔
の
中
で
淨
土
の
宗
義
を
相
傳
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
相
承
の
詞
を
見
る
に
、
法
然
上
人
淨
土
宗
の
義
を
以
て
辨
阿
に
傳

ふ
、

今
叉
辨

阿
相
承
の
義
並
に
私
の

『
勘
文
徹
選
擇
集
』
を
以
て
沙
門
然
陀
に
譲
與
し
畢
れ
り
、
之
を
聞
か
ん
人
は
慥
か
に
之
を
信
じ
て
、
之
を

行
び
往
生
を
邃
ぐ
可
し
、
仍
て
秘
法
を
録
す
る
の
歌
、
手
次
を
以
て
す
、
時
に
嘉
頑
第
三
歳
八
月

一
日
、
法
然
上
人

ロ
决
沙
門
辨
陀

ε
あ
る

か
ら
こ
の

『
徹
選
擇
』
は
三
詛
か
二
組
の
傍
に
居
ら
れ
た
時
の
著
述
で
あ
ε
、
叉
最
も
鄭
重
に
相
傳
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
こ
,こ
は
llll%
ふ
ま
で

も
な
い
。
斯
る
點
か
ら
考

へ
て

『
徹
選
擇
鈔
』
の
説
は
輕

々
に
批
判
す
る
こ
ε
は
出
來
な

い
が

【
應
不
審

を
逋
べ
た
譯

で
あ
る
。
而
し
て
三

祺
は
こ
の
年
八
月
下
旬
に
二
祺
の
膝
下
を
辭
し
て
故
郷
に
歸
ら
れ
た
が
、
二
組
は
そ
の
翌
年
嘉
頑
四
年
二
月
二
+
九

日
に
示
寂
さ
れ
た
か
ら

こ
の

『
徹
選
擇
集
』
は
こ
祖
の
著
述
、こ
し
て
は
最
も
晩
年
の
著
述
で
あ
る
。
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四

、
曹

提

心

に

就

て

の

辯

解

宗
租
大
師
が

『
選
擇
集
』
の
三
輩
章
に
於
て
菩
提
心
を
以

て
所
廢
の
行
・こ
し
て
斥
け
給
ふ
た
所
か
ら
、
明
惠
上
人

を
始
-こ
し
て
聖
道
諸
宗

は
擧

つ
て
此
義
を
非
難
し
た
こ
ーこ
は
今
更
辯
す
る
必
要
も
な

い
が
、
そ
の
菩
提
心
に
關
す
る
攻
撃
に
封
し
ヴ丶

今
こ

の

『
徹
選
擇
』

の
中
に

我
宗
の
立
瘍
が
明
か
に
さ
れ
て
あ
る
か
ら
、
そ
の
事
に
就
て
少
し
述
べ
て
み
た
い
・こ
思

ふ
。
即
ち
此
書
の
上
卷
に
非
難
者
の
読
を
擧
け
て
斯

う
言
は

れ
て
あ
る
。

「近
代
有
人
の
曰
く
、
夫
れ
菩
提
心
は
大
乘
の
慈
父
、
菩
薩
の
悲
母
な
り
。
佛
海
の
源
底
法
門
⑪
奥
藏
な
り
。
菩
提

心
を
發
さ
す
ん
ば
菩
薩

の
功
徳

成
就
す
べ
か
ら
す
。
菩
提

心
を
發
さ
す
ん
ば
如
來
の
正
覺
滿
足
す
べ
か
ら
す
。
然
る
に
今
『
選
擇
集
』
の
意
は
、
但
だ
念
佛
の

一
行
を
以

て
、
其

往
生
の
淨
業
ε
な
し
て
、
菩
提
の
祕
術
を
具
足
せ
し
め
す
。
既
に
大
乘
の
教
理
に
違
し
、
叉
菩
薩
の
巧
度
に
背
け
り
。
若
し
然
ら
ば



大
乘

の
教
な
り
ご
雖
も
、
菩
薩
の
行
を
去
る
。
何
ぞ
往
生
極
樂
を
途
げ
ん
や
」

ε

こ
の
非
難
に
對
す
る
二
租
の
答
辨
は
斯
う
で
あ
る
。
こ
の
非
難
は
甚
だ
愚
な
考
で
あ
る
。
菩
提
心
に
は
二
種
が
あ
る
。

一
に
は
凡
位
の
菩

提
心
、
二
に
は
聖
位
の
菩
提
心
で
あ
る
凡
。
位
の
菩
提
心
の
中
に
ま
た
二
種
が
あ
る
、

一
に
は
薄
地
の
凡
夫
の
菩
提
心
、
二
に
は
六
度
の
菩

薩
の
菩
提
心
で
あ
る
。
薄
地
の
凡
夫
の
菩
提
心
,こ
は
、

一
華
、

一
香
、

一
稱
、

一
禮

の
功
徳
を
以
て
佛
道
を
成
就
せ
ん
ーこ
願
う
の
で
あ
る
Q

六
度

の
菩
薩
の
菩
提
心
ご
は
、
萬
行
諸
波
羅
密

一
切
の
善
根
を
修
し
て
佛
果
を
成
就
せ
ん
ε
願
う
の
で
あ
る
。
叉
菩

提
心
に
二
種
が
あ
る
、

一
に
は
菩
提
心
願
、
二
に
は
菩
提
心
行
で
あ
る
。
そ
の
中
菩
提
心
願
ε
は
四
弘
警
願
で
あ
る
。
菩
提
心
行
・こ
は
六
度
萬
行
で
あ
る
。

今

我
宗
の
意
は
、
薄
地
の
凡
夫
底
下
の
我
等
は
、
亡
て
も
斷
惑
證
理
の
觀
行
は
出
來
な
い
か
ら
,
入
聖
得
果
す
る
こ
・こ
は
出
來
な
い
者
で

あ
る
。
こ
の
故
に
念
佛
の

一
行
を
修
し
て
、
先
づ
始
め
に
淨
土
に
往
生
し
た
い
ε
願
ひ
、
次
に
遠
く
佛
果

に
到
ら
ん

ご
願
う
の
で
あ
る
Q
だ

か
ら
此
は
菩
提
心
願
で
あ
る
。
こ
れ
ε
同
様
に
、
衆
生
無
邊
誓
願
度
も
、
法
門
無
盡
誓
願
知
も
、
無
上
菩
提
誓
願
證

も
皆
な
念
佛
の

一
行
を

修
し

て
淨
土
に
往
生
し
て
後
に
、
成
就
せ
ん
,こ
願
う
の
で
あ
る
。
故
に
是

れ
亦
た
菩
提
心
願
で
あ
る
。
即
ち
今
時
の
吾
々
凡
夫
は
機
根
が
甚

だ
下
劣
で
あ
る
か
ら
、
菩
提
心
願
を
發
し
て
も
、
・こ
て
も
菩
提
心
行
を
實
行
す
る
こ
ε
が
出
來
な
い
の
で
あ
る
、
决

し
て
菩
提
心
を
否
定
し

廢
捨
す
る
意
味
で
は
な

い
が
、
實
際
に
實
行
の
出
來
な
い
の
を
い
か
ん
せ
ん
。
然
れ
ば
汝
の
非
難
攻
撃
は
、
的
の
は
す
れ
た
攻
撃
で
あ
る
。

馨

集
の
眞
意
を
充
岔

了
解
せ
ぬ
愚
論
で
あ
る
ーこ
辨
解
さ
れ
て
あ
る
。
(徹
選
擇

上
+
四
紙
)

五
、
徹

邏

擇

集

著

蓮

の
態

度

『
徹
選
擇
』
の
書
き
振
り
は
、
其
標
題
の
如
く
『
選
擇
集
』
の
意
義
を
今

一
つ
徹
底
さ
す
積
り
で
あ
る
t
)　/1
は
言
ふ
ま

で
も
な
い
。
即
ち
宗
祺

の
擧
け
ら
れ
た
八
種
の
選
擇
に
、
二
組
は
こ
の
.Q
1
l'
1
i種

の
選
擇
の
義
を
加

へ
ら
れ
た
。
ま
た
そ
の
本
願
念
佛
が

、
別

の
念
佛
か
ら
逋
の

念
佛

に
徹
す
る
旨
を
明
さ
れ
た
こ
ご
は
前
に
述
べ
た
逋
り
で
あ
る
。
即
ち

『
選
擇
集
』
改
造
し
よ
う
ε
す
る
態
度
で
も
な
く
、
批
剿
し
よ
う
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ε
す

る
態
度
で
も
な

い
、
之
を
仰
け
ば
愈

よ
高
し
ε
い
ふ
全
く
信
仰
的
の
態
度
で
あ
る
。
彼
の

『
念
佛
三
心
要
集
』

に
弟
子
辨
阿
が
爲
に
は

法
然
上
人
を
以
て
大
師
釋
奪
ε
仰
ぎ
奉
る
ーこ
述
べ
ら
れ
た
態
度
で
あ
る
。
即
ち

『
選
擇
集
』
を
讀
ん
で
後
に
、
他
の
經
論
疏
釋
を
讀
め
ば
讀

む
ほ

さ
、
愈
よ

『
選
擇
集
』
に
潜
ん
で
あ

る
深
遶
の
理
が
明
白
ε
な
つ
た
そ
の
趣
を
書
き
綴
つ
た
の
が

『
徹
選
擇
』

で
あ
る
。
叉
こ
の
中
に

當
時
の
邪
義
を
排
斥
さ
れ
て
は
あ
る
が
、
然
し
そ
れ
は
、
直
ち
に
此
書
を
公
に
し
て
、
破
邪
顯
正
に
供

へ
ん

ε
し
た
も
の
で
は
な

い
、
全
く

之
を
三
租
に
傳

へ
次
で
末
代

に
相
ひ
傳

へ
て
以
て
宗
組
已
來
の
相
承
の
信
念
の
確
立
に
資
せ
ん
ε
企
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

叉
菩

提
心
の
辨
解
等
も

一
見
當
時
の
非
難
に
對
し
て
、
辨
解
せ
ら
れ
た
如
う
に
も
見

へ
る
が
、
其
實
我
宗

の
立
膓

を
明
了
に
さ
れ
た
の
で

あ
つ
て
、
對
他
を
自
的

ε
せ
ら
れ
た
の
で
は
な

い
や
う
だ
。
之
を
要
す
る
に
こ
の
著
邇
は
、

『
選
擇
集
』
に
勤
す
る
正
當
の
義
を
後
世
に
傳

へ
ん

ε
努
め
ら
れ
た
も
の
ーこ
見
る
べ
き
で
あ

る
。
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